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１２月４日から１０日までは「人権週間」でした。白嶺交流集会では、生徒会長の南さん

が人権についてわかりやすく説明し、仲間はずれやいじめをされた側の気持ちになって考

えることの大切さなど、全校児童生徒にメッセージを伝えました。以下は話した内容です。 

 

皆さん、12 月 4 日から 10 日までの 1 週間は、人権週間です。 

人権週間とは、昭和 23 年 12 月 10 日に国際連合で、「世界人権宣言」が取り入れられたことを 

記念し、多くの人が相手の気持ちを思いやることについて改めて考えるために、始まったものです。 

     人権とは、一人ひとりが生まれたときから持っている、「自分らしく生きる権利」のことです。人権は 

皆が等しく持つものですが、今もこの世界では差別が行われています。 

     皆さんは、友達が「仲間外れ」や「いじめ」をされているところ、もしくは、しているところを見たことはあ 

りませんか。 「仲間外れ」や「いじめ」は、されている側はとてもつらく悲しい思いをします。誰でもいじ 

められたりしたら、つらく悲しい気持ちになるはずです。他にも、「男子のくせに」「女子のくせに」などの 

言葉も差別にあたります。そのため、一度された側の気持ちになることが大切です。 

そして、もし「いじめ」を見かけたら、自分に何ができるのか、この機会にもう一度人権について考え 

てみて下さい。 

 

 また、9 日に行われた小学生の白嶺っ子集会では、人権週間にちなんで生活・放送委員が

２つの寸劇を行いました。学校生活にありがちなシーンを劇で再現し、悪口を言われたり、

嫌なことをされたりすると心が傷つくこと、仲間はずれやいじめがないよう相手の気持ち

を考えて学校生活を送ることを呼びかけました。すばらしい取り組みでした。 

 

 

 

 

 

 

 

先月、白嶺小と白峰小の 4，5 年生が総合的な学習の時間において「福祉」について学び

ました。ゲストティーチャーの岩崎さん(Jamaney 石川)から、車いすでの生活や福祉につ

いてお話を聞き、障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会について理解を深めまし

た。子供たちは真剣に話を聴き、積極的に質問をしていました。また、車いすバスケットボ

ールも体験させていただきました。人権意識の向上にもつながる学習ができたと思います。 

＊福祉の「福」は一人一人の幸せ、「祉」はみんなが感じる幸せということを教えてもらいました。僕が心  

に残った言葉があります。それは「人それぞれちがうのがあたり前」ということです。 

＊岩崎さんは僕たちとあまり変わらない生活をしていることがわかりました。その理由は自分にとってのふつ 

うと相手にとってのふつうがあり、自分がしている生活がいつものふつうだからとわかりました。 
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人権について考える  

すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と  

権利について平等である。  ～「世界人権宣言より」～  



 

先月の白嶺交流集会では中学生の健康委員会が企画運営し、小中合同のレクリエーションを

行いました。小中混合の４つのグループに分かれ、健康に関する質問に答えながら「健康委員

会バスケット」を楽しみました。チャールズ先生や先生方も一緒に参加し、盛り上げました。

小学生や年下の児童にさりげなく椅子をゆずってあげるなど、心温まる場面を何度も見かけま

した。小学校１年生から中学校３年生までが楽しんで交流するのは本校ならではの風景です。 

 

 

◎白山ふるさと文学賞 白山ジュニア文芸賞・千代女部門  

第５０回千代女少年少女全国俳句大会（中学生） 

奨励学校賞  白山市立白嶺中学校  

入選  那波 樹臣（3 年） 懐かしき声を聞こうと墓参り  

   入選  中田 優誠（2 年） 年賀状思いを込めるよろしくと 

   入選  宮﨑 風花（1 年） 飛び込んでイルカと泳いだどこまでも  

＊入選者の作品は 3 月に発行される句集に掲載される予定です。  

◎白山ふるさと文学賞 白山ジュニア文芸賞・千代女部門  

第５０回千代女少年少女全国俳句大会（小学生） 

入選  山口 晴之（２年） かきごおり白山みたいに大もりだ  

   入選  山口 三歩（５年） 夏の朝心安らぐ波の音 

   入選  菊地 航平（６年） 海の中カサゴを見つけた夏休み 

   入選  山田 航 （６年） ほろ苦いアイスコーヒー初挑戦 

    ＊入選者の作品は 3 月に発行される句集に掲載される予定です。  

 

◎白山市読書感想文審査会（中学生） 

優良   飛田 皐羽（３年） 山本 蓮 （3 年） 

佳作  織田 千晴（２年） 織田 恵 （1 年）  

◎白山市読書感想文審査会（小学生） 

佳作    山下 杏珠（１年） 常少 凜音（２年） 川端 小花（3 年） 

佳作  菊地 香帆（４年） 小林 莉子（5 年） 山本 怜旺（５年）            

   佳作  新敷愛七海（６年） 合田 美琴（6 年） 

 

◎白山市読書感想画コンクール（小学生） 

優秀  山下 杏珠（１年） 「ハンタイおばけ」 

 優良  山口 晴之（２年） 「ハンタイおばけ」 

 優良  粟多 杏 （６年） 「銀河鉄道の夜」 

 佳作    常少 彩葉（３年） 菊地 香帆（４年）             

佳作  常少ひな太（５年） 山本 青空（５年）  新敷愛七海（６年） 

 

表彰披露 

１年 山下 杏珠  

夏休みや授業中に根気強く

取り組んだことが、実を結ん

でいますね。 

小中一緒に楽しくレクレーション  


